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（（１１））小小児児・・ＡＡＹＹＡＡ世世代代  

  アア  在在宅宅療療養養環環境境  

現現状状とと課課題題  

○ 小児・ＡＹＡ世代のがん患者は介護保険の対象とならない等、在宅療養に際して

利用可能な公的な支援制度が限られているため、在宅での療養時に必要な支援を

十分に受けることができません。 

 

○ 東京都がん患者調査では、ＡＹＡ世代のがん患者にとって在宅療養中において

改善が必要なものとして、「自身が介護を受けられる環境」や「在宅療養に必要な

設備」が多く挙げられました。 

 

取取組組のの方方向向性性  

①①  在在宅宅療療養養にに対対すするる支支援援  

○ 都は、小児・ＡＹＡ世代のがん患者の在宅療養を支援する区市町村への補助を実

施します。 

 

  イイ  教教育育機機会会のの保保障障  

現現状状とと課課題題  

○ 小児・ＡＹＡ世代のがん患者が入院により通学が難しい状況でも、教育機会を継

続して保障する必要があります。 

 

○ 都はこれまで、特別支援学校への病弱教育部門の設置や病院内訪問教育機能の

拠点化130を進めるとともに、入院する児童・生徒の学習支援を行う病弱教育支援

員の派遣やタブレット端末の活用、病院内分教室における分身ロボットの配備・活

用を行い、学習機会の充実を図ってきました。 

 

○ 一方、国においては、教育機会の保障の観点から、長期の入院を要する生徒に対

する遠隔授業について、単位取得数の上限の緩和等、高等学校段階における制度改

正が行われています。 

 

○ また、タブレット端末やオンラインによる学習支援は進んだ一方、Wi-Fi 環境等

の設備が十分ではない病院もあります。 

 

取取組組のの方方向向性性  

①①  病病院院内内教教育育体体制制のの充充実実  

○ 都は、入院中に学習の遅れが生じないよう、引き続き、病弱教育支援員を児童・

生徒の入院する病院へ派遣していきます。また、国の制度改正の趣旨を踏まえ、タ

 
130 都立病弱特別支援学校は光明学園、武蔵台学園、小平特別支援学校、北特別支援学校、及び墨東特別支

援学校の５校。このうち、武蔵台学園を除く４校を、病院内訪問教育機能の拠点校としている。 
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ブレット端末や分身ロボット等のデジタル機器を活用することにより、児童・生徒

の学習を支援していきます。 

 

○ また、教育機会の保障のため、拠点病院等（成人・小児）における Wi-Fi 環境の

充実について検討します。 

 

○ 患者及び家族が入院中の学習継続方法や受けることのできる支援について適切

に理解できるよう、東京都がんポータルサイトを通じた周知や、がん相談支援セン

ターでの案内等を行います。 

 

 

 

 

 

 

都立特別支援学校では、病院に入院している児童・生徒に対する教育を行って

います。入院期間中の児童・生徒の学習の遅れを取り戻し、退院後の学校生活に

スムーズに戻ることができるよう支援しています。 

 

病院内の教育には、病院内に設置された「分教室」での教育と、教員が病院を

訪問して行う「訪問教育」の二つの形態があります。 
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が授業を行っています。児童・生徒

は、病室から「分教室」に通って授

業を受けます。 
都内では５つの病院に分教室があり

ます（令和５年 12 月時点）。 

 
ベッドサイド等において、教員又は病

弱教育支援員が授業又は学習支援を行

っています。週５日（１回２時間程

度）を標準としています。 

分教室 訪問教育 

 

入院期間中の児童・生徒の学習支援 

～分教室と訪問教育～ 
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病院内に設置し て いる 教室で、 教員

が授業を 行っ ていま す。 児童・ 生徒

は、 病室から 「 分教室」 に通っ て 授

業を 受けま す。  

都内では５ つの病院に分教室があ り

ま す（ 令和５ 年 12 月時点）。  

 

ベッ ド サイ ド 等において 、 教員又は病

弱教育支援員が授業又は学習支援を 行

っ て いま す。 週５ 日（ １ 回２ 時間程

度） を 標準と し て いま す。  

分教室 訪問教育 

 

入入院院期期間間中中のの児児童童・・ 生生徒徒のの学学習習支支援援  

～～分分教教室室とと 訪訪問問教教育育～～  

教員によ る 訪問教育  病弱教育支援員に よ る  

Ｉ Ｃ Ｔ 機器を 活用し た 学習支援  

＜訪問先病院＞  




















